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       三熊会ハイキング同好会 担当  ふるさと伝承科 

 

令和５年６月度のハイキング、日光街道宿場町歩きシリーズの第１弾として、日光街道「幸手宿」～権現堂

堤の街歩きについて、ご案内致します。「幸手宿」は日光街道の 6番目の宿場町で、将軍家が日光社参の際

に江戸から使った「日光御成道」が、日光街道と合流する場所として重要な宿場町となっていました。 

また、幸手といえば「権現堂堤の桜」で良く知られていますが、これからはあじさいの花が咲き誇る場所

でもあります。梅雨入り前のひと時を、幸手の宿場町とあじさいの花を見ながら、心とからだをほぐしなが

らの街歩きを計画致しました。皆様の参加をお待ちしています。 

 

１．日時：  2023年(令和５)年６月２日(金) 

２．行先：  幸手宿・権現堂堤（幸手市） 

３．集合場所/時刻： 秩父線 熊谷改札前 ８時４０分 

（JR 岡部 8：07-深谷 8：11-籠原 8：19-熊谷 8：25 着） 

熊谷 8：47-（秩父線）-9：10 羽生 9：17-（伊勢崎線）-9：36 久喜 9：45-（伊勢崎線急行）-9：52 東武動物公園 10：02 

-（日光線）-10：08 幸手      運賃（秩父線）\510 （東武線）￥490 計\1000 

４．行程  

幸手駅  10：15-（13 分）-10：28 神明神社・明治天皇行在所跡碑 10：35-(11 分)-10：46永文商店（松尾芭蕉の

線画）11：00-（2 分）→11：02 問屋場跡・本陣知久家跡 11：10→（14 分）→11：29 幸手一里塚跡(日本橋から 12

里地点)11：35―（35 分）→12：10  権現堂桜堤 12：40―（15 分）→12：55 万葉の公園（昼食）13：40―（10 分）

→13：50 権現堂桜堤  13：55-(35 分)-14：30 正福寺と日光道中道標 14：40-(1 分)-14：41 義賑窮餓之碑 14：

50-（5 分）-14：55 聖福寺 15:05-(25 分)-15:30 一色稲荷神社 15:45-(3 分)-15:48   幸手駅      

５.その他 ・雨天など悪天候予想のため、ハイキングを中止の場合は、前日までに連絡します。 

・昼食はお弁当をご持参ください。 

・各科の幹事の方は参加人数を５月 26 日(金)まで迄に、加藤まで連絡をお願いします。 

（帰り電車） 幸手駅 15：59-16：10 東武動物公園 16：20-16：26 久喜 16：36-16：56 羽生 17：01-17：28 熊谷着 

熊谷発 17：36-17：46 籠原-17：51 深谷-17：54 岡部 

【メモ】 

「神明神社・明治天皇行在所跡碑」：幸手宿の南側（江戸方面）入口にあ

たる場所。 

明治 14 年(1881 年)と明治 29 年(1896 年)の 2 回、明治天皇が行幸。 

 

「永文商店」：建物側面に松尾

芭蕉の線画、街道沿いの商家

は間口が狭く奥行が長い 

 

「問屋場跡・本陣知久家跡」：

「問屋場」（旅人の世話・荷物の

運搬、その他街道に関わる事務を管理する役所）。 

本陣：江戸時代に大名などが宿泊する際の旅宿。 

 

 

幹事： 福祉・環境科  横山 伸雄 yokoyama.nobuo@aqua.plala.or.jp 080-1034-8486 
ふるさと伝承科  加藤 治朗 jkatoh19@sirius.ocn.ne.jp  090-1894-1679 

美術工芸科  佐々木 泰 trsasakijp@yahoo.co.jp  080-3486-1442 

・歩行距離：約 6.2 ㎞ 

幸手駅～幸手宿街並み～権現堂

堤～万葉の公園～幸手駅 

・所要時間：約 5.5 時間 

 ゆっくり歩行、昼食時間含む 

 

 

 

 

日光街道「幸手宿」～権現堂堤の街歩きのご案内

（Rev.2.1） 
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日光街道「幸手宿」～権現堂堤の街歩きマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

「幸手駅東口」        500ｍ13 分 

「神明神社・明治天皇行在所跡碑」 宿場町入口 幸手市中２丁目１−５ 450ｍ11 分 

幸手宿の南側（江戸方面）入口にあたる場所。 

 明治 14 年(1881 年)と明治 29 年(1896 年)の 2 回、明治天皇が行幸。 

「永文商店」 松尾芭蕉の線画   幸手市中１丁目７−２７ 75ｍ 2 分 

 建物側面に松尾芭蕉の線画、街道沿いの商家は、間口が狭く奥行が長いのが一般的 

「問屋場跡・本陣知久家跡」 旧宿場の中心部 幸手市中１丁目８−１６ 550ｍ14 分 

 「問屋場」（旅人の世話・荷物の運搬、その他街道に関わる事務を管理する役所） 

 江戸時代に大名などが宿泊する際の旅宿。 

「幸手一里塚跡」 日本橋から 12 里地点  幸手市北２丁目１−１０ 1400ｍ35 分 

 日本橋から 12 里地点(約 47km)を示す。 

「権現堂堤桜堤（４号公園）」   幸手市内国府間８８７−３ 500ｍ13 分 

「万葉の公園（３号公園）」昼食  

「権現堂堤桜堤」（４号公園）      1400ｍ35 分 

「正福寺と日光道中道標」 徳川家綱が宿泊 幸手市北１丁目１０−３  １分 

「義賑窮餓之碑」    幸手市北１丁目１０  180ｍ  ５分  

浅間山大噴火後の大飢饉、豪商 21 人が幸手の民を助けた功績を称える  

「聖福寺」 将軍・例幣使専用の勅使門  幸手市北１丁目９−２７ 1000ｍ 25 分 

 創建は約 600 年前、将軍・例幣使専用の勅使門  

「一色稲荷神社」幸手城跡地   幸手市中１丁目１５−３１ 130ｍ３分 

 「一色稲荷神社」戦国時代から江戸時代前期にかけて、幸手領主の武将・幸手一色氏の城幸手城跡地 

「幸手駅東口」 


